
12 月定例会で賛否が分かれた議案の議決結果 ○ 賛成　● 反対

※議長は裁決に加わりません
※他の議案は全会一致で可決しました

（＊）公募型プロポーザル方式… 建築や運営などで、企業からの提案を評価し、
 適正な能力を有しているかを総合的に判断する選定方式。
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件　　　名
伊
　
藤
森
平
　
松

森
　
上

三
　
村

黒
　
川

石
　
田

石
　
部

石
　
井

宮
田
好

森
　
田

倉
　
野

川
上
修

宮
田
公

川
上
博

大
　
月

高梁市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整備に関する条例 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高梁市下水道事業の設置等に関する条例 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高梁市学童保育条例の一部を改正する条例 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

看護師の全国を適用地域とした特定最賃の新設を求める請願 ● ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●

介護従事者の全国を適用地域とした特定最賃の新設を求める請願 ● ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●

国民健康保険の子どもにかかる均等割保険料（税）減免措置の導入を求
める国への意見書の提出について ● ● ○ ○ ● ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ●

「被災者生活再建支援制度」の拡充を求める請願 ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ●

会計年度任用職員制度施行に伴う公務公共サービスの拡充と自治体臨
時・非常勤職員の地位・待遇改善を求める請願書 ● ● ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●

　

本
議
会
で
は
６
件
の
請
願
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。
１
件
は
全
員
一

致
で
採
択
、
残
り
の
５
件
は
賛
成

少
数
に
よ
り
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。石

部
誠
議
員
の
討
論

　

５
、６
号
の
看
護
師
、
介
護
従

事
者
の
全
国
を
対
象
と
し
た
最
低

賃
金
の
新
設
を
求
め
る
請
願
に
つ

い
て
、
看
護
、
介
護
の
従
事
者
は

低
賃
金
・
過
重
労
働
に
よ
り
慢
性

的
な
人
員
不
足
で
あ
り
、
安
心
安

全
の
医
療
介
護
環
境
の
た
め
に
も

採
択
を
求
め
る
。

　

７
号
の
「
国
民
健
康
保
険
の

子
ど
も
に
か
か
る
均
等
割
り
保
険

料
（
税
）
減
免
措
置
の
導
入
を
求

め
る
国
へ
の
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て
」
は
、
高
す
ぎ
る
国
保
税
の

軽
減
が
必
要
で
あ
り
採
択
を
求
め

る
。

　

８
号
「『
被
災
者
生
活
再
建
支

援
制
度
』の
拡
充
を
求
め
る
請
願
」

に
つ
い
て
は
、
災
害
に
よ
り
い
ま

だ
に
自
宅
に
戻
れ
ず
、
生
活
再
建

が
ま
ま
な
ら
な
い
方
の
支
援
が
必

要
で
あ
り
、
採
択
を
求
め
る
。

　

９
号
の
「
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
施
行
に
伴
う
公
務
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
と
自
治
体
臨
時
・
非

常
勤
職
員
の
地
位
・
待
遇
改
善
を

求
め
る
請
願
」
に
つ
い
て
は
、
本

市
の
４
割
を
超
え
る
非
正
規
雇
用

職
員
に
対
し
て
、
新
制
度
移
行
に

よ
り
不
利
益
が
起
き
な
い
よ
う
に

す
べ
き
で
あ
り
採
択
を
求
め
る
。

伊
藤
泰
樹
議
員
の
討
論

　

４
号
の
「『
自
立
支
援
医
療
、（
精

神
通
院
）に
入
院
を
加
え
る
改
善
、

及
び
、
岡
山
県
の
心
身
障
害
者
医

療
費
公
費
負
担
制
度
の
対
象
者
に

精
神
障
が
い
者
を
加
え
る
こ
と
を

求
め
る
』
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
請
願
書
」
は
、知
的
と
身
体
し
ょ

う
害
に
つ
い
て
は
自
立
支
援
法
で

入
院
が
公
的
負
担
に
一
元
化
さ
れ

た
が
精
神
障
害
者
の
み
扱
い
が
異

な
っ
て
い
る
。
是
正
が
必
要
で
あ

り
、
採
択
を
求
め
る
。　
　
　

　

５
、６
号
に
つ
い
て
は
「
看
護

師
、
介
護
従
事
者
の
全
国
一
律
の

最
低
賃
金
を
求
め
る
」と
あ
る
が
、

最
低
賃
金
を
全
国
一
律
に
し
て
も

安
心
安
全
の
医
療
介
護
体
制
の
確

立
や
地
域
の
賃
金
格
差
は
解
消
し

な
い
の
で
不
採
択
を
求
め
る
。

　

８
号
に
つ
い
て
は
、
被
災
者

へ
の
手
厚
い
支
援
は
必
要
だ
が
、

５
０
０
万
円
の
支
援
金
の
引
き
上

げ
、
支
援
金
の
一
部
損
壊
家
屋
へ

の
適
用
な
ど
個
別
事
項
に
は
賛
同

で
き
ず
不
採
択
を
求
め
る
。

請
願
の
審
議
結
果　令和元年 11月７日、議会全員協議会が開催され、①旧朝霧温泉ゆ・ら・ら施設公募に関わる募集要項、②会計年度

任用職員制度の導入、③「高梁市復興計画」の進捗状況、④幼児教育・保育無償化に関する状況報告及び学童保育保護
者負担金の見直し、⑤高梁市文化センターの指定管理者の募集について、執行部から報告がありました。

旧
朝
霧
温
泉
ゆ
・
ら
・
ら 

施
設
公
募
に
関
わ
る
募
集

要
項
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
に

よ
り
中
断
し
て
い
た
施
設
売
却
に
関

す
る
公
募
に
つ
い
て
、
募
集
要
項
案

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

「
朝
霧
温
泉
ゆ
・
ら
・
ら
」
調
査
検

討
委
員
会
や
高
梁
市
議
会
か
ら
の
提

言
を
受
け
、
従
来
の
設
置
目
的
に
と

ら
わ
れ
ず
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、

雇
用
の
創
出
、
持
続
可
能
な
事
業
の

立
地
を
目
的
に
、
民
間
事
業
者
か
ら

広
く
自
由
で
柔
軟
性
の
あ
る
企
画
提

案
を（
＊
）公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
り
求
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
募
集
条
件
と
し
て
は
、
例

え
ば
譲
渡
価
格
に
つ
い
て
は
基
準

価
格
か
ら
修
繕
・
取
替
費
用
ま
た

は
解
体
撤
去
費
用
を
差
し
引
く
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
事
業
用
定
期

借
地
権
の
他
に
一
般
定
期
借
地
権
も

認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
介
護
施

設
な
ど
の
提
案
も
可
能
に
な
り
ま
し

た
。

「
高
梁
市
復
興
計
画
」
の 

進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、

災
害
復
興
住
宅
建
設
資
金
等
利

子
補
給
補
助
金
な
ど
の
追
加
事
業

が
あ
り
、
事
業
費
は
23
億
円
増
の

１
６
６
億
９
０
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

災
害
復
旧
事
業
（
公
共
土
木
施
設

復
旧
、
農
林
施
設
復
旧
、
上
下
水
道

施
設
復
旧
な
ど
）
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
度
分
の
発
注
率

は
87
・
８
％
で
、
完
了
率
は
54
・
８
％

で
し
た
。
令
和
元
年
度
発
注
率
は
公

共
土
木
施
設
災
害
が
47
・
５
％
、
上

下
水
道
施
設
が
98
・
３
％
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
農
林
施
設
で
は
９
・７
％

で
、
引
き
続
き
早
期
発
注
、
完
成
に

努
め
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
農
林
施
設
災
害
復

旧
の
進
捗
率
が
特
に
低
い
理
由
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
執
行
部

か
ら
は
、
限
ら
れ
た
業
者
の
中
で
、

道
路
や
河
川
の
工
事
を
優
先
さ
せ
た

こ
と
や
、
農
地
は
作
付
時
期
が
あ
る

の
で
施
工
時
期
が
限
ら
れ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

高
梁
市
文
化
セ
ン
タ
ー
指

定
管
理
者
募
集
に
つ
い
て

　

現
在
、
高
梁
市
文
化
セ
ン
タ
ー
は

教
育
委
員
会
が
管
理
し
て
い
ま
す

が
、
令
和
元
年
９
月
定
例
会
で
「
高

梁
市
文
化
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
が
可
決
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
今
後
の
管
理
を
指
定
管

理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
、

高
梁
総
合
文
化
会
館
及
び
高
梁
市
文

旧朝霧温泉ゆ・ら・ら

高梁市復興計画

文化センター指定管理

幼児教育無償化

有漢川と高梁川の合流地点の有漢川と高梁川の合流地点の
復旧工事復旧工事


